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ケーブル起重機の計画と最近の実績(その2)
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HitachiCable Crane-Its Latest Development and

SomeIdeas on Planning(Part2)

By Susumu Akaki

KameariWorks,Hitachi,I.td.

Abstraet

Cablecraneshavebeeninusefordamconstructionsinceitsearlydayofdevelop-

mentinJapan･Butits application was then confined tothe transportation of con-

StruCtion materials.Anditis since1936 that the use has been extended to the

COnCrete pOurlng WOrk for dam construction,When two sets of Hitachi,s 9t cable

CraneS Were employedinthe constructionof TsukabaruDamanddisplayedtheirex-

Cellentserviceability for this type of job.

Sincethen,SCOreSOfcablecranes havebeendesignedandbuiltbytheCompany.

Thebusinessinthislineisgettingactivityespeciallyinthepresentpostwarperiodasthe

COmprehensivereconstruction schemeforindustrieshassetin requlrlnginthefirst

placethe constructionofnumeroushidroelectricpowerplantstoconstituteabackbone

for the scheme.

ThewriterdescribesinthispaperafewexamplesoftheCompany,scablecranes

SOldrecentlywithdetai1edexplanation of their distinctivefeatures,alongwithsome

ideas on plannlnginstallation of cable cranes.

本論丈は本誌Vol∴34No.12に掲載したものゝ続

篇であります｡ (編集部)

〔ⅠⅠⅠ〕最近の日立ケーブル起重機

終戦後最初に製作したのは､鹿島建設(内場堰堤)納

入の4･5tケーブル起重機である｡その後4.5t,9t,13.5t

と各種(第1表日立評論第34巻第12号第54支参照)

製作し､すでに作業運転に入り良好な実績を示している｡

特に一昨年8月より作業を開始した三面川堰堤の9tケ

ーブル起重機については､三両川開発建設部より貴重な

作業実績資料も発表され､建設工

いに貢献した｡

の機械化の発展に大

最近の日立ケーブル起重機は各所の運転実績にかんが

み､逐次改良が加えられ､外観上の変化は大してないが､

その性能に於ては急速の進歩を遂げている｡

*.日立製作所亀有工場

(り 4.5tケーブル起重機

内場堰堤の4･5tケーブル起重機は緒言に記述した目

的によって計画されたもので､小形ではあるが優れた性

能を有し､9t級ケーブル起重機に匹敵する｡その運転

実環が意外に良好であったので

のものであるが

設計者としては所期

同じ容量､形式のものが各所で計画

され100,000m3程度の小堰堤では同じ 式の 4.5t ケ

ーブル起重機を使用することが定石となった｡

(A)内場堰堤の4.5tケーブル起重機

a)施工設備の概要 内場貯7K池堰堤は香川県香東川

改良事業として洪水調整､濯漑用7k確保､高校市上水源

を目的とした県営 業である｡

貯水池 有効貯水量….‖……7,200,000m3

湛7k面積…………….445,170m2

流域面積……………… 28Ⅰくm2

堰 堤 形式……‥直線重力コソクリート形

堤高50m,埠長169m,堤体90,000m3
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本工事ほ昭和13年着工したが､当時の とて工法も

旧式で工事用機械設備も不十分で成果を見ず､昭和18

年に工事を中止した｡昭和24年工事再開と共に旧設備

を撤去L新しい施工用機械が計画された｡その配置は第

30図(日立評論第34巻第12号第71頁参照)に示す通

りである｡即ちケーブル起重機は左岸にエソヂソタワを

固定し､右岸に走行テールタワを設けた片側走行形であ

る｡混合場ほ左岸の堰毒是下流側に設け､コンクリ←トは

7k平直線のバンカ{韓(2本)上を2台の手押台

｢ブール

でケ

重機の直下まで運ばれる｡セメントほトラック

で搬入され､骨材はすべて附近の山より採取される｡(第

7表)

b) ケーブル起重機の構造

鉄塔:エソヂシタワはコソクリ←ト基礎ブロックに直

接ボルト止めとし､テールタワの走行に連れて旋回自在

である｡テールタワはA,B及びCの3本の走行軌条

上を､別に設けられた復胴ウインチに依りロープ引きで

移動する｡両塔共塔高(主索支持点の高さ)をできるだ

け低くしたので安達がよい｡

鋼索 主賓は44単線式である｡その構造ほ当初ヘル

クレスワイヤロープ(7×19)を使用したが､フラットソ

ド･ストランド･t7･-ブに取り替えて運転している｡主索

の両端ほソケットに合金で止められ､エソヂソタワ側は

トラニオンで塔に枢若し､テールタワ側ほ補助鋼索で清

華ブロックを経て塔に国定される｡テールタワ上の手巻

ウイソチで禰軟鋼索を操作することによって主索の張力

ほ自在に調整される｡

第42図 内場堰堤の4.5t日立ケーブ

ル起重槻(昭和26年)

Fig.42.4.5t HitachiCableCraneat

the Naiba Dam(1951)

第 7表

Tat)1e7.

内場貯水池堰堤施工設備

Construction Plant at the

Naiba Dam

電ン室………………‥4001ミVA 単相変圧器=

プ…………‥ 5//¢×3段 タービンポンプ

空気圧縮械……横型1段100HPxl台 75HPxl合

ケ←ブル起重搬…… 4.5tx197In 片側走行形×1台-

ガイデリック……‥4.5txlOm (15HP) 1台

粗骨材採集

ウ イ ン チ…………‥70t/hr15HPxl音

クラッシヤ･-....50t/br25HP及び15HPxl合

貯 蔵 槽…‥..….‥ 450m3 (3 日分)

ベルトコンペヤ‥600mm巾 50t/brlOHPxl合

砂 採 集

ロールフィーダ………‥.30t/hr 3HPxl合

クラ･ソ シヤー 25t/br25HPxl合

クラシフ7･イヤ‥.
‥.‥.20t/hr15HPxl台

貯 蔵 槽……‥ 450m3(2日交替4日分)

ベルトコンペヤ..600m皿巾 20t/hr 7HPxl台

索 程.｣
‥20t/brlOHP

骨 材 ビ
ン.....36m3(2時間分)

砂 ピ
ソ..‥‥18m3(2時間分)

オ←セクワ一夕……21切10HPxl台

ミ キ サ 【

…‥21切
40HPx2台
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第8表 4.5t ケーブル起重機の能力

実績

Table8. Results of4.5t Cable Crane
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地 点..‖………………香川県内腸堰堤

ケrプル起重機の性能

形

巻 上 能

バ ケ ツ 容

′径

速

式‥‥
.片側走行形

カ.‥. 4.5t

量…. 1.5m3

問…. 197皿

産 巻 上.‥
.40m/min

横 行…………‥120m/mi血

走 行... .‥ 6m/min

作 業 実 績

上記実測によると毎時打設能力は 33.5m3/br とな

り､毎回逗殺所要時間は2min41sec=161secとな

る｡別に運転時間を作業別に目測した精巣は次の通

りである｡

調 査 日…‥,……..昭和27年5月19日

打 込 地 点……6ブロックのこ迫搬繰より13ブ

ロックまでの区間

こ運]般 荘巨 離……横行距離

揚

,■■′一

箱コ 55mx2

約13mx2

所要時間内訳(動作順に示す)

(1)前 進…‥‖…‥‖‥ 36sec

(2)巻 下..…………..26sec

(3)バ ケ ツ 開…………….28sec

(4)巻 上..‥‥.‥.……14sec

(5)後 進‥..‥‥...…‥35sec

(6)バケ ツ取替....‥.‥‥‥…25sec

合 計 164sec

注記:上記動作は各単独に運転したが､(4)の時間の

一部は(5)の中に含まれている｡

巻上横行鋼索ほH式標

4本腰とし､左右各反対

の掛方で､巻上鋼索は吊荷を

であるから､長揚程時でも吊

荷が回転して鋼索がもつれる恐れがない｡横行鋼索はト

pリ前後に固定される｡この外ポタソ用鋼索も完備され

(
0
童
ぎ
傾
倒

第43図

巻 上 速

横
ノ行

違

場

4.5t ケーブル湛重機の作業繰回

度‥.‥
‥.40皿/min=0･67m/sec

度……….120m/min=2.00m/sec

置...
.‥40m

横 行 辞巨 離‥‥
‥70n

毎回遥搬所要時間‥
.210sec=35min

Fig.43.Performance Diagram of4.5tI-OW

Speed Type Cable Crane

ている｡何れも(19×6)構.成の鋼索を使用した.｡

トロリ‥ 8箇の瑠輪を有した単線で､満軍､頚輪にほ

ボール又はロrラベアり)/グ､を使用した｡

ウインチ:機械室はェソヂソタワより上流の見通しの

よい位置にある｡ 上､横行装置ほ本機の主要部分で巻

上と横行とほ別箇のウインチである｡巻上装置は票満付

単胴で2本の巻上索を同時に揚程60mまで一重巻で巻

きとることができる｡横行装置ほ単胴単条満付巻胴で

横行索をエンドレスに巻きとり､径問 250mまで使用

可能である｡

2段減速腐肇で

動機ほ擢線型交流誘導 動機を使用し､

胴を駆動し押上撹式ブレーキを有す

る｡

押上磯による特殊速度制御 巻上､ 置には､そ

の速度制御にケーブル起貢機としては最初の押上機によ

る特殊制御方式を試み､好成轟葺を得たことは特筆すべき

進歩である｡(C.F.制御)

コこ/クリートバケツ:バケツは日立標準形F7r-ラダー

ト手動開閉式であるが､ローラの接触部の調整が簡易に

なる構造に改良した｡フックとは2点吊りで､その掛け

外しは迅速且つ確実な方式である｡

機械の性能 運転寿 によると(第8表)実作業時間

に対する封設能力は33.5m3/hrで､毎時22回の運搬

記録を示している｡この記録より任意の揚程､横行距離

に対する所要時間を予定することができる｡例えば揚程

40m,横行距離 70m の場合の所要時間を算出すれば

第43図の如く毎回200sec=3.5m王nとなる｡森回に於

て昇降と横行とは時間的に毒復しているので(これがH

式ケーブル起重機の特長である)､横行距離ほ多少変化

しても､揚程401nが変化しない限り全体の所要時に変

化はない｡揚程が40mより変るときは､その変化した

距艶は全速運転であるら､増減時間を210secに加減す
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第 9 表 旭川第一堰堤仮設鶴城低質

Tabie9.CorlStruCtion Plant at the

Asahigawai)am

日 立

･ト:: ∴･

骨 材 用 45t/brx2･延長4,600m

セメント用15t/hrxl･延長5,400m(セメントは

袋のまゝ運搬する)

(むバッチャrプラン･ト

骨 材 砂5mm,小砂利5～50Ⅰ□m,大砂利

50-120mm,バッチヤ上に4時間分

セ メ ント 倉 内の解体槽(10tx2)よリキニオン

ポンプでミキサ←まで運搬

キサー 28切×4台(内1台は予衛)

(㊨骨材採集及び砕石設備

採集場設備1.2m3 日立電気ショベル×1

10t ダンプトラック×3

砕石及び選別 水平グリズリー×1,エプロ:ソフィー

ダ×1,傾斜グリズリー×1,原石ピン×

1,投入ビン×1,ジャイレトリークラッ

シャ 軸×1,ベルトコンペヤ(600)×2,

選別ホッパ×1,ロータリフィーダ×2,

バイプレーティングスクリ･-ン×2,D型

分離樵×1,ベルトコンペヤ(600)×3,索

道積込ビン×1

④骨材貯蔵所

(ヨコンクリー

バンカー線

2,000m3×3(1週間分)

ト運搬用

105mx2,運毒紋章×2,エンドレス竃勤

ウインチ×2,4.5tケーブルクレーン×2

コンクリ←トバケツ(1.5m3)×8

ればよい｡本機はH式ケーブル起重機で巻上と横行とが

同時運転できること､速度制御性がよいことのために､

かくも蓮横網巨力が増■大したのである｡

(B)旭川第一堰堤の4･5tケーブル起重機

岡山県旭川綜谷開発の第一歩として実施される旭川第

一堰堤は昨年5月コンクリート打設を開始した｡

旭川第一堰埠

塾

堰 j是

堰 堤

堤 体

打 設 期

式……….直線重力コンクリート

｢l:､‥

長‥‥‥‥

.‥
45m

∴.210m

積….川
……160,000m3

間‥.
‥‥19月

本堰堤は填高に比して場長が長いのが特長で両岸とも

略同様の傾面で起伏が少ない｡骨材は約4･5km下流の

河床より電気ショベルで採集し､又セメソトは賃率卸後

評 論 第35巻 第2号

第44図 4･5t ケーブル起重機の固定エンデソ

クワ(旭川堰堤)

Fig.44.Fixed TypeEngine Towerof4.5t

Cable Crane at the Asahigawa

Dam(1952)

第45図 4.5tケーブル起重磯のトロリ(旭川

堰堤)

Fig･45･Trolleyof4･5t CableCraneatthe

Asahigawa Dam(1952)

現場まで袋のまゝ､それぞれ索道で運搬される0コンク

リート設備は右岸に設け蓮澱は全部機械化されている0

(第9表)｡

ケーブル起重械ほ第3咽(日立評論第34巻第12号第

71頁参照)に示す如く4.5t片側走行形2台を交互に配

置し､両横にそれぞれの区分を分担して基本三角形の堤

体全部を打設する｡機構､寸法ほ2台共同とし､工事進

捗に伴って下流例の2号機を､上流側1号機走行軌条上
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第45図 4.5tケーブル起重機の走行テール

タワ(旭川堰堤)

Fig･45･Travelling TailTower of 4･5t

Cab】e Crane at the Asahigawa

Dam(1952)

に特設して並列運転で堰堤を仕上げる

同開発事

画である｡他方

として計画されている第二期工事以後の用途

としても1台宛分割移設をも考慮して小型2台とした｡

次にバッチヤープラント､ケ←ブル起重機との連絡に使

用されるバケツ運搬には日立製エンドレス 動ウインチ

が設備され､押ポタ∵/遠方操作で作業能率を高めている｡

ケーブル起重機の構造は前記内場堰堤のものと殆んど

同一であるが､本機ほ巻上､横行とも高速で､従来の9t

級ケrブル起重機と同一である｡ 動機は何れも交流誘

導電動機を使用している｡巻上装置の速度制御には全負

荷､巻下時は発 制動が採用され､軽負荷巻下起動用に

ほ多極補助電動機を附け運搬能力を増した｡

運転室はエソヂソタワ側の機械室屋上に設け巻上横行

及び走行を操作する｡ノミソカー縁故び打設ブロック間と

は有線信号装置が完備され､室和こ設けられた吊荷位置

表示装置と相待って､確実且つ迅速な運転ができる｡

主索は46¢ ロックドコイル･ロープ単線式でトロリ

第10表

TablelO.

日

堰 堤

堰 軽

境 体

着

川 谷 堰 堤

PrincipalFeatures of the

KawanotaniDam

的…………‥佐世保市水道貯水池

｢司.･…
‥･……･･■

● -=
= -- ● 46m

長……………………‥178m

横…………….…… 87,400m3

工………………昭和25年10月

竣 工 予 定.
…‥昭和29年3月

の横行運転は非常に円滑となった｡主菜の耐久度につい

ては､まだ使用開始して日が浅いので正確な寿命ほ算定

できないが､作業中特別の事故がない限り､二箇所又は

それ以上も使用可能と想像される｡

(C)その他ケーブル起重機

長崎県川谷堰堤の4.5tサーブル起重機

本堰堤は戦時中計画されシュート工法で一部施工済み

であるが､終戦と共に中止された｡昭和25年工事再開

に当り施工仮設備を撤去し､新しくケrブル起重機施工

法により日立ケ‥-ブル起重機が採用された｡すでに現地

据付を完了しコンクリート作業が開始されている｡

本械はエソヂソタワを固定しテー′レタワを走行式とし

たH式低速日立標準形であるが､内場堰堤約めのもの

に比し固定エソヂソタワを一部改良した｡即ちエソヂソ

タワは高さ約6mのポスト形とし､テー/レタワの走行

に連れて旋回する構造である｡主索及び各種操作鋼索の

取付方法が合理的に改善されたので､幕革と操作鋼索は

常に帯革平面上にかゝり無理がない｡従って機械室とエ

ソヂシタワの関係位置に選定できる｡

小文川堰堤の4.5t ケーブル起重機

本機は熊谷建設約大平鉱業K･K･小文川堰堤工事用で

ある｡構造はH式日立標

速とした｡

c脚御装置 l
○

電位ブレーキ

横行電動機

C斤制御装置

抵抗暑

電石拉ブレーキ
.エン

制
眼
関
聞

喜

ノ

巻:=1
ド

i

肌
l 尾上 電動槙;

制服関開基

レ

耶
L

l巻上ウインチ
/

枝行ウインチ

であるが､工期短縮のため高

第46図

H式4.5tケーブル超重棟

の機械室配置図( 準形)

Fig.46.

GeneralArrangement of

Winch House for 4.5t

Cable Crane

(HitachiStandard)
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第11表 新潟県三面川綜合開発計画(第一期)

Tablell.GeneralExploitation Plan of the

Miomote River

的…………….洪水調整､藩漑､発電

点…………新潟県(北部)三両川中流

童……最大54m3/sec 常時22m3/sec

有効落差

発 電 量‥.‥.最大30,000kW

工 期.

堰

着 工

竣 エ

最高 69.49m

常時10,8001【W

昭和24年4月

昭和28年3月

堤 型 式…………盗流型重力式

堰 堤 高‥‖…‥.…… 80.5m

堰 堤 長‥‥‥‥.‥‥‥ 205n

境 体 積…………‥288,000m3

貯 水 池 湛水両横…………….1.891【m2

有効貯水量.‥‥.‥‥ 32,000,000m3

有効水深‥‥‥.‥‥..…‥ 23m

稼重力日数

///＼ノブニ＼/t

第47図(A)三面堰堤に於けるケーブル超重機

のコンクワート打設実績

時間記轟(当月分)

Fig･47･(A)ResultsofConcretePouringJobs
byOneSetof9tCableCrane at
the MiomoteDam(Aug.1951～

June1952)(A)Time Record

評 論

第12表

Table12.

第35巻 第2号

面堰堤施工設備

Construction PIant of the

Miomote Dam

(ヨコンクリート施工計画

リフト1･5m,目梗650m3/day

㊤骨材採集設備 0.6m3日立ドラグライン ×2

(支流中津川河床)1.2m3タワエキスカべ【･タ㌧-×1

(夢骨材運搬設備

(夢紺助骨材採集

(堰堤下流)

(むセメント

エンドレスクリーパー

(200t/br)×1

原料貯槽=…………(600m3)

索道75t/br,単線式､延長8,300m

1.2m3 日立スラブライン

索道1/4t,延長500m

トラック使(村上駅→現場)

現場セメント倉庫

インクライン

解 袋 所

日立フラクソ･-

セメントサイ ロ

スクリューコンべヤ

(む骨 材 節 分 索道終点貯蔵所

切 込

人ミルトコ

ニ段パイ

ングスク

ー段パイ
ングスク

骨 材
ソべヤ

ブレーテ

リーーン

プレーチ

リ･-こ/

サこ/ドレ･-キ

ベルトフィーダ及び
貯蔵べ/レトコ･ンべヤ

(35t/hr,50t/hr,

×1

(20t/br)

(1,000t)×1

(20t一/br)

(6,000m3)

(100t/br)×1

(50t/hr)×1

(30t/血r)×1

×1

30t/hr各1

骨材貯蔵所 (1,500m3)×3

運搬ベルトコンべヤ(120t/br)×1

㊥混 合 工 場 各浄原料槽(3時間分)

ノヾ ッ チ･ ヤ

(骨材3韓､水､セメント)各1

キ サ ー

(幻コンクリート運搬 バッテリ機関車

バケツ運搬車

⑨打 設 機 械 日立ケーブル起重機

(28切)×4

(4t)×2

×2

(9tx266m)×1

コンクリートバケツ (3m3)×3

(2)9tケーブル起重機

9tケーブ/レ起重機は堰墳コンクリート施工用として

古くより俵田され､米国に於ける8cub.yd.20t に対

して､甘木の標準形とも称すべき機種で､その起源は壌
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■第47図(B)

Fig･47.(B)
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量
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第47図(C)時 間 率

Fig･47.(C)Parcentage Hours

原堰堤の日立ケーブル起重機(昭和11年)に創る｡戦

後最初の製品は昭和24年4月に着工した三面川綜合開

発事業の9tx399mで､続いて物部川永瀬堰堤工事用

9tx399m,中国 力K.K.明塚発屈所堰堤工事用9tx

410m,を製作した｡

一
･
･
＼
い

監室

第47図(D)1日 当 り 時間記録

Fig･47･(D)Daily Hours

(A)三面川堰堤の9tx266mケーブル起重機

a･計画概要 三面川綜合開発事業は洪水調整､濯漑､

発電(最大30,000kW)を目的とした新潟県営事業で､

三面村岩崩に堰堤発電所を建設する計画である｡工期は

昭和24年4月着工して昭和29年3月竣工の予定を一

年短編して昭和28年3月末を目標とした｡従って施工

機械の作業能力も当初の計画より檜強のため一部設備が

追加され第12表となった｡

日立ケーブル起重機は過去の経験により連続過激な違

転に耐え得ること､各種 ;●一汁l に対しても所期の作業能

力を発揮することを十分考慮に入れて設計製作したの

で､作業開始より連続一年間の作業実績は記録的に上昇

した｡

b.ケーブル起重機の仕様 太機の仕 は第l表(日

立評論第34巻第12号第54頁参照)の通りである｡本機

の特長は巻上速度が高速で100m/皿inとしたことであ

る｡従来の9t機では601n/minが多かったが､9t機を

使用すべき堰堤でほ高堰堤が多く､従って60In/m王nで

は作業能力が低く､折角設備する高価な機械であるから
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第47図(E)違 転

Fig.47.(E)Ruhning Costs

高速高能力として作業量を檜大した方が かに効果的で

ある｡本横の横行速度は150m/minで従来の240m/

min より低速であるが本機は短径間であるので運搬時

間には殆ど悪影響はなかった｡むしろ短径問で高速とす

ると横行時吊荷が揺れて速度制御が困難となり､却って

悪い場合が考えられる｡

構 造 エソヂソタワほ塔高14･5皿,軌条間隔11m

水平力は山側のC軌条で支持する構造で､従来と同じ

外形寸法であるが､バランスウコこ･-トをコソクリートブ

ロックで積み上げた｡=1ソクリートブロックは鉄骨と一

体に型枠で流し込めば製作費は遥かに安くなるが(米国

ではこの方式が多い)､移設を考慮すると矢張り本体鉄骨

と別箇にした方が親切な方法である｡

テールタワほ従来の三角形を止めて四角形とした｡こ

れは安定性を持たせ枠組の剛性を増したことゝ､且つ主

索､各種鋼索の配置を改良したためである｡

巻上装置は本機の最も重要部分である｡高速で長時間

連続運転を行うので､歯車の耐磨性回転部分の平衡に特

に注意して計画製作した｡交流誘導 動機を使用し速度

制御にはその用途に最も適した全負荷巻下時には発電制

(
ま
さ
穴
山
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去物 ′-､)

･鴫｡貝 到.冬鴫l

第47図(F)能

Fig.47.(F)Pouring Capacity

第13表

Table13.

永 瀬 堰 堤

PrincipalFeatures of the

Nagase Dam

塑

堰 堤

式…….…….‥重力コンクワート

高.
…………‥‖………83.8m

堰 堤 長‥‥川.……‥.‥･……200m

堤 体 積‥.
…‥258,000m3

御で､軽負荷巻下始動時には多極補助電動機加速の方式

を採用し､100m/minの高速にかゝわらず理想的な運転

が出来た｡太機の高作業能力ほ主として本装置の優秀な

ことに因っている｡

横行装置ほ最も堅実な多数蕪エンドレス駆動である0

巻上横行装置は日立標準(H)式で､巻上と横行とは自

≒酔こ別箇運転を行うので､商運動の速度は使用地点の径

間と揚程に応じて白面こ選定できH式の長所を極度に

発揮した好適例となった｡

走行装置は両塔に別箇に2箇宛電動機を備え､同時運

転を行った｡本機の走行路は両岸を掘割して開設され､

軌条基礎部分はコンクリート造りであるが､地形によつ
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第48図 永瀬堰堤の 9t 日立ケーブル起重機

のテールタワ

Fig.48.TailTower of 9t HitachiCable

Crane at the Nagase Dam(1952)

ては高架棲 となる｡高架部分はすべて鉄骨構造とし

た｡この鉄骨棲 は漆工事完成後､取外し容易で上流の

工事に利用する予定である｡脚柱は前脚は垂直荷重のみ

支持し､索張その他の水平力はすべて山側後脚で支持す

る構造である｡

(B)物部川堰堤の9tx399皿ケーブル起重機

物部川永瀬堰堤は建設省中国四国地方建設局直

で､両側走行形ケーブル

事業

重機1台が使用された｡本秋

43ア

第49図 9tケーブル誕重機の固定エンデソ名ワ

(塔高20m,上部旋回可能､明塚堰堤)

Fig.49.Fixed Engine Tower of 9t Cable

Crane(1952)

よりコ∵/クリrト工事が開始される予定である｡ケrデ

ル起重機の配置は地形によって径間が著しく長く､エソ

ヂシタワ走行路は堤体より遥か後方にある｡各部の構造

は三面川堰堤用と同一であるが､巻上､横行の運転速度

が異なる｡主賓ほ4軸 ロックドコイル2株式である｡7

l

l ･;･詔･.･
】

∴旨‥-■塞呂』ほ冒
②

/■■＼
睦

L

な

⑦

ぼ山

=一手-･

J

β

団
固

⊥

⑧

⑦-

l① ｢ ~｢ β

哩

④

l
×

②

｢~

l

⑫
`■~｢

lll

/-●

../:■⑳

/ノl

l 酢.三･当
②

第50図 H式13.5t ケーブル超重梯機械室配置図(丸山堰堤用)

Fig.50.GeneralArrangementofWinchHousefor13.5t Cable Crane

at thc Maruyama Dam(1952)

巻上用

①
㊥
㊥
④

3001くW

30ⅠくW

ブレーキ

電･動機

補助電動機

(9制限開閉器

横行用

(む250HP電動轢

(カ ブレーキ

(幻届区動巻胴

(む随動満車

㊥制限開閉器

附帯設備

⑪電動発電装置

㊥巻上制御盤

(率保護盤､横行走行盤

(珍変圧器

(吟抵抗器(横行､走行用)

⑯抵抗器(巻上用)

㊥主菜調整手動ウインチ

⑯主索詞壁;手動ウインチ

(珍 ボタン用錘

㊨塔釣合用錘

㊧塔釣合用錘

㊥昇降階段

㊧昇降階段

㊨前面足場
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(C)明壕堰堤の9tx410mケーブル起重機

中国 力株式会社椚9tヶ㌧-ブル′ 重機は江川明塚発

'電所堰堤工事に使用される｡木椀はエソヂソタワほ高塔

周定式でテールタワ例のみ走行する｡固定塔ほその上部

をテールクワの走行に連れて旋回山在の構造とした｡

(3)大形ケーブル起重機

堰堤規模が増大すればケーブル起重機の舘力も大形と

こなる｡日立製作所でほ､終磯直前日本窒素株式会社弧

腸地坪堰堤施工用18tx520m両側走行形2台を完成し

たが-当時戦況が激烈で作業実績記録も入手出来なかつ

た｡

第51図 丸山堰堤の13.5t日立ケーブル起重機

(1号機エソヂソタワ)

Fig･51.13.5t Cab!e Crane at theMaruyama

Dam(1952)

東京都小i訂内貯水池堰堤ほ昭和11年事業認可と共に

発足し､太工事に使用すべき20tx503n片側走行形ケ

ーブル起重機1台を製作したが､終に未完成のまゝ終戦

となりすべて廃棄された｡戦後事業再開と共に手指のケ

ー･ブル 重機(米国LidgerⅥ℃Od会社製､バケツ容量

6m3,片側走行形､エソヂソタワ高塔固定､テールタワ

低塔走行式)を改造して両側走行形に改装され､その

気設備一式を目立襲作所で新製した｡

13.5t ヶ｢ブル 重損は丸山堰墳用両側走行形を2

最近嚢成し､上椎葉堰堤梢として片側走行形2台を

合

意

製作中である｡木稿を読まれる頃ほ既に稼動運転に入つ

ていると思う｡

(A)丸山堰堤の13･5t･ケrブル起重機

本機ほ両側走行形で堰堤全部を新設L偏る如lく配置さ

れたし)礪塔の寸法ほ走行軌条間隔がすでに決定した後

で､それに合せたことゝ機体は先に有峰堰堤に使用され

たものを改造利鞘したため､機構上制限があったので不

都合の点が多い｡

転速度は巻上100皿/血nとした外､既製品な極力

利用した｡ウインチ及びトロリがH式であるからL形

よりも操作し易い｡

すべて交流電動機を使用し､巻上ウインチにほ3001くW

交流課導電動機(8樋)を使用した｡その制御方式には

巻下時にほ発電制御法を採用し､軽負荷巻下起動時にほ

30ⅠくW補助電動機(32極)を使用して低速強制加速をさ

l
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第52図 L式13･5tケーブル起重機の機械室(24mxl㌢m)配置図

(上椎葉堰堤工事用)

Fig.52.General Arrangement of24mx12m Winch House for13.5t

Cable Cranes at the Kamishiiba Dam
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せた｡主索ほ既納品は62¢ ヘルクレス･ロ㌧-プ複線式

であったが､新品は5対ロヅクドコイル･ロープ複線式

とした｡又両塔には手動ウイソテ付チークアップ装置を

つけ､ 整並びに移動容易な構造である｡(日立特 )又

使局中主索の磨耗を平均化するため主菜回転もできる機

構とした｡

(B)上椎葉堰堤の13.5tケーブル起重機

上椎葉堰堤は堤体積500,000m3-のアーチ形で､その

酉己置は第35図(日立 論第34巻第12号第72頁参照)に

示す通りである｡

ケーブル起重機は片側走行形2台でエソヂゾタワは右

岸固定で塔高30mを10m間隔に併設する｡〕テr/レタ

ワは塔高約15nlで左岸円弧軌条を走行する｡ウイソチ

とトロリはt式で300kW直流電動機を使用し､ワード

レオナード制御方式を採用し､作業能 を高めた｡主索

は76.2¢ ロックドコイル･t,･-70単線式である｡前記丸

山堰填用と比較すると､塔の形式ほとも角としてH式と

L式と全く相反した機構で興味深い｡両横完成し作業道

転に入った上は､

表したい｡

績実転

〔ⅠⅤ〕結

めてその成果を発

盲

ケーブル起重機の形式は古くよりあった.‥)欧洲でほ鋼

術の進歩に伴い､荷役機種としては大規模の作

業に使用された｡Bleichert会社､Pohlig会社 の名前

も古い｡米国のIJidgerwood会社はウインチの有名なメ

【カ【であるが､その応用として以前よりケ←ブル起重

機を作っていた｡当時は小規模で塔も木柱組合せ程度で､

転速度もおそく貯水場､7k辺､谷間､採石場等で重量

物の荷役運転する範囲を出ていない｡その後漸次改良さ

れ､規模も大きくなり鉄骨構造の塔で走行できるものも

作られ､各所で一般重量物荷役機械として採用された｡.

ウインチの動力ほ最初ほ蒸気機関よりⅢ発し､

採用されるに及び急に発展したのである｡J

動機が

日本では大正年間に八幡製作所に鉱石貯蔵場用として

4.6tx128mx3台､苫小牧製紙工場に貯木場用として

8tx343mxl台が欧洲より輸入された｡これ等の機械

は今日も使用されている｡工事用としては大胡二堰堤工事

用25tx380mxl台(重量物の谷越し運搬用､米国

Mondy会社製)､鬼怒川河川工事用 5tx350mxl台

(};ケツ開閉装置付､現在′J､河内堰堤に残存､Bleichert

会社 )等が輸入された｡従ってそれ等を手本として各

所の工事場で小形ケーブル起重機が作られ､器材蓮掛こ

使用された例は多い｡しかしコソクリrト施工に直接使

用された例は聞かない｡

外国でも同じ事が言える｡堰j是工事用としてのケーブ

ル起重機の例は文献にも見られるが､今日の所謂二Mass

concrete釘設用としての成功はBoulderDamの実績

後である｡こゝでは合計9台のケ㌧-ブル起重機を大々的

に架設してコソクリ-ト施工を行い､ケーブル起重機工

法の定則を確立した｡その9台の内にほ大形ケーブル起

重機(能力150t,径間384皿,揚程182m,巻上400IiP,横

行125HP,両側固定形)も含まれ発電所の機材運転をも

行い注目をひいた｡その後各所の堰堤にケrブ′レ起重機

工法が実施された｡日本でもその構想により塚原堰堤に

2台の9t日立ケーブル起重機を採用して､とに角ケープ

工法のR信を得､引き続いてこれと同一の機枝

が各所に応用された｡13･5t,18tの大形機も製作されて

いる｡戦時末期にほケーブル起重櫻の発注製作も意のま

までなく､それぞれの現場で色々苦心してそれに類する

ものが考案された｡戦後堰堤工事の再開に際し､先づ内

場堰埠の4.5tケ㌧-ブル起重機が完成された｡その成果

は堰堤工法の定石を示したものである｡9tケーブル起

重機でほ三両川堰堤では巻上100rn/minの高速で作業

能力を増大した｡13.5t機も完成しつゝあり､更に大形

機も近く実現されるであろう｡主索として従来は主とし

てヘルクレス･ワイヤロ㌧-プが使用されたが､戦後ロッ

クドコイル･ロrプも国内で製作されるに及び以後の製

晶に殆どこれが採用された｡運転 度が増大されるに従

って速度制御方式も著しく改善されその効果ほ大きい｡

日本でほウインチとトロリの方式ほH式が多く採

用されたが､この方針は正しかった｡米国でも最近の報

告によると(11)｢PinePlatDamでは新式のケpブ)L,起

重機(8c.y.バケツ付)1台を使用して最大4,000c･y,/

25hrの言 を示した｡月間記録は8仇694c･y･である｣.

と記録されている｡その新式とはH式の構造に類似し､

巻上と横行とは別箇のウインチで直流電動機で制御され

る｡同所では別にLidgerwocdの標準型が1台併設され

ているが､これは型枠その他機械運掛こ使用されている

が､これは型枠その他機材運搬に使用されている｡H式-

がL式に優ることが事実を以て証明されている｡

堰モ是施工法は地形によって定めるべきである｡ケーブ

/レ起重機工法は最もよく計本の地形に適した方式であ

る｡各所で計画されている堰堤に如何なる機種を選定す

ベきであるかは上 と思うが､更に二

三の点を補足して結言としたい｡

1.打設範力を増すためには大きなバケツを使ってケ

ーブル起重機の台数を極力少なくした方が効果的･

である｡

2.ウインチとトロリの形式はL式よりもH式が優

れている｡特に堰堤と堤高の比が小さくなる程L

式は不利である｡
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3･運転速度特に巻上巻下速度は高速になった｡速度

制御は高速になるに従って精巧を必要とする｡交

流電動機の制御ほ小形では押上機による特殊制御

法､中形でほ発電制動法がよい｡更に大形では直

流機を使用しワ←ドレオナ←ド制御とすべきであ

る｡

■4･主索はロックドコイ′レ･ロープが良い｡国産品で

も近く索径100mⅡ】まで製作可能であるから､如

何なる大形磯の製作も可能である｡

5･機種選定には綜合的に考えて､作業の流れがよど

みなく､調和をとることが肝要である｡

ケーブル起重機の改良については､こゝ二三年の間に

第35巻 第2号

長足の進歩をとげたが､未だ研究さるべき問題も多い｡

それ等については次の機会に譲りたい｡

最後に本稿を草するに当り､旭川堰堤工事々務所板野

史明氏､三両川開発建設部遠山隼人氏､同瀬尾一久氏､

里見義春氏､鹿島建設株式会社内場出張所小川昌吾氏､

日立製作所日立工場検査課田尻福男氏､熊谷建設株式会

社西山正平氏､その他の方々より寄せられた御援助に対

し感謝の意を表する次第である｡
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訂正本誌Vol･34･No･12,73真に記載された第3咽氷瀬堰堤(物部川)･の施工仮設備ほ､その後

一部計画が変更されたので､物部工事事務所の御好意によって第5咽の通り訂正する｡

骨材は下流白石採集場より架空索道で搬入されるが､

堰堤地点の上流側よりも一部補給される｡セメントはト

ラックで搬入したものを計量後､セメントサイロに吸引

貯蔵する｡混合場ほ堰堤下流に設け､バンカー後は堰堤

頂部と等高とし施工を容易に_した｡その他各機械設備の

酉己置は次の通りである｡

① 物部川本流

㊥ 永瀬堰堤(堰長声05mを13区分する)

◎ 上流側締切堰堤(場長紺m,EL136.Om)

④ 下流側締切堰堤(場長55m,EL127.Om)

(垂 下流側仮締切(〕是長50m,EL】25.5m)

㊥ 仮排水隆道(5.Om¢)

(う 旧 道 路

(重 工専用道路

㊥ 送水管(6〝¢×340m)

⑩ 第一次水槽(容量10t,ポンプ5γ¢×2台)

㊥ 排 7k 管

第53図

永瀬堰堤(物部川)施工仮設備

Fig.53.
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㊥ 送水管(6〝¢)

⑲ 第二次水槽(容量50t,EL246.Om)

⑭ 第三次7k槽

㊥ セメソトサイロ(容量750t,15tトラック計量
機及び基気コソべヤ付)

⑯ 骨材索道(50t/hrx4,136m)

㊥ 骨材設備(破砕､洗源､節分､貯蔵)

(画 骨材置場(7,000m3,7日分)

㊥ 骨材索道(30t/hr x300m)

⑲ 骨材節分､置場

㊧ 骨材用ベルトコンペヤ(750幅,200tノ′br)

㊥ 混合場(50S ミキサー×2台,90m3/br)

コンクリート運搬線(5t ヂーゼル機関車×2台

及び台市×各3輌)

㊧ 9t 日立ケーブル起重機のエソヂソタワ走行路

(EL262.01n)

㊨ 同上テールタワ走行路(EI.260.Om)




